保育者養成課程におけるメディアとしての紙芝居―コミュニケーション能力育成の可能性― by 鬢櫛 久美子







































































































（出典：「新卒採用（2015 年 4 月入社対象）に関するアンケート調査結果」）
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　本稿は、保育者養成課程で紙芝居を教育メディアとして活用することの意義、方法
に関する一考察である。2013年の「教育メディアとしての紙芝居−保育者養成課程に
おける取り組み−」では、保育実践に活用するための知識、技術・技能の学修につい
て言及した。今回は、その続編として、社会に求められる資質、コミュニケーション
能力育成に紙芝居を活用することの可能性を探った。
　コミュニケーション能力が注目されている現状とその背景を検討し、コミュニケー
ション能力として求められているのはどのような能力なのかを探った。グローバル化
した現代社会において、日本だけでなく世界的にも議論されており、「21世紀型スキ
ル」、「学士力」、「社会人基礎能力」として論じられていること、さらに、専門的領域
固有のコミュニケーション能力ではなく、汎用的な能力（ジェネリック・スキル）と
考えられているものであることが明らかとなった。
　紙芝居を保育者養成課程に導入すると、紙芝居を演じる、創作する、実演会をする
等のプロセスから、自己を表現し、互いを多面的に評価・発見し合う（共感する）こ
とで、自己肯定感を味わい、自信をもつようになることが期待できる。つまり、紙芝
居を教育メディアとした教育プロセスからコミュニケーション能力を育成することが
可能であると考えられる。紙芝居をメディアとした教育を既存のカリキュラムの中に
埋め込んで実施する場合、「児童文化」、「国語表現」、「図画工作」、「保育内容指導法
表現」、「教職実践演習」等の教科に到達目標としてマッピングすることが可能との結
論を得た。その場合、教員の協働に関し二重のスキルギャップの問題があること、評
価（アセスメント）方法を開発することが、課題として残されている。
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